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M型星フレア中のHα線では、輝線輪郭が青方偏移した超過成分を示す例が報告されている (e.g., Maehara et
al. 2021)。フレアに伴う質量放出を反映する可能性もあるが、青方偏移の生成過程の理解は不十分で、可視連続
光やX線の時間発展との関係や、Hα以外の彩層線で青方偏移は同様に観測されるか、に迫る観測が重要である。
そこで、M型フレア星 3星 (YZ CMi, EV Lac, AD Leo)を対象に、米国APO3.5m等での可視高分散分光と、

地上望遠鏡とTESS衛星での可視測光での同時観測を実施してきた。その結果、42例のフレアを検出し 7例でHα
線の青方偏移した超過成分が確認された。2022年春季年会M44aにおいて、その概要と青方偏移継続時間の多様
性や、可視連続光増光が 6例で見られないこと、Hα線以外の彩層線での青方偏移の有無などについて報告した。
7例中 1例で、青方偏移を示すフレアでのX線増光観測に、初成功していた。この例では可視連続光で増光が見ら

れない一方、Hα線とX線で 3–4時間程度の増光が見られ、軟X線 (0.5–2 keV)での放射エネルギー (2.6×1032erg)
は、Hα線 (1.7×1031erg)より 1桁程度大きかった。フレアピーク時のX線スペクトルに対し、光学的に薄い熱的プ
ラズマを仮定した 1温度 fitを行った結果、フレア成分の温度とEmission Measureが、1.2×107K, 2.8×1051cm−3

程度と導出された。Shibata & Yokoyama (2002)の scaling則と、M型フレア星の静穏時電子密度 (1011−13cm−3:
Osten et al. 2006)を仮定すると、フレア時の磁場とループ長について、50–200 Gauss 及び 星半径 (0.3太陽半
径)の 0.10-0.66倍程度と導出された。本発表では、以上の詳細と青方偏移現象の理解への示唆を議論する。


